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基本方針
●道南の基幹病院として急性期医療に取り組みます。
●断らない救急医療を実践し、住民の信頼と期待に応えます。
●総合周産期母子医療センター及び北海道がん診療連携指定病院として
高度で専門的な医療を提供します。

●「患者さまの権利」を尊重し、安心で安全なチーム医療を実践します。
●医療環境の発展と充実のため、地域の行政・医療機関との連携を強化します。
●ワークライフバランスに配慮した職場環境づくりと人材育成に力を入れます。

【患者さまの権利】
・安全で良質の医療を平等に受ける権利
・自らが受けている医療について、十分な説明を受け、知る権利
・セカンドオピニオンを求める権利
・自らが受ける医療に参加し自己決定する権利
・個人のプライバシーが守られる権利
・個人として常にその人格、価値観が尊重される権利

【患者さまの義務】
・自らの健康状態を医療者にできるだけ正確に知らせる義務
・医療者の説明や自らの疾病状態の理解に務める義務
・病院の規則や医療者の指示に従い、医療に参加・協力する義務
・他の患者さまの治療や医療者の業務に支障をきたさない義務
・受けた診療に対し、医療費を支払う義務

総合周産期母子医療センター、北海道がん診療連携指定病院、小児がん連携病院（類型3）、北海道小児地域医療センター、
日本医療機能評価機構認定施設、卒後臨床研修評価機構認定病院

当院では来院される皆様へ
検温と手指消毒をお願いし
ております。
ご理解・ご協力のほど、宜し
くお願い致します。
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１．世界糖尿病デー Web市民公開講座 開催
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2019年現在、世界の糖尿病人口は4億
6,300万人に上っており、2045年には約7
億人に達すると試算されています。中でも日
本が位置するアジア・太平洋地域の患者数の
増加は深刻で、2019年は1億6,300万人と
全世界の約1/3の糖尿病患者がこの地域に集
中しています。我が国においても、糖尿病と
強く疑われる人と可能性を否定できない人の
合計は約2,000万人に上り、早急な対策が迫
られています。

このような状況を踏まえ、国際連合（国
連）は、IDF（国際糖尿病連合：現在約165
カ国240団体が加盟）が要請してきた「糖尿
病の全世界的脅威を認知する決議」を2006
年12月20日に国連総会議で採択しました、
同時に11月14日を「世界糖尿病デー」に指
定し、世界各地で糖尿病の予防、治療、療養
を喚起する啓発運動を推進することを呼びか
けました。11月14日は国連及び主要国で
様々なイベントが開催されます。我国でも、
日本糖尿病学会、日本糖尿病協会が中心と
なって、各地で著明な建造物をブルーにライ
トアップして、街頭での啓発活動を実施して
います。
※世界糖尿病デー公式ホームページより引用

当日は当院もブルーにライトアップする予定
です。是非ご覧ください。

また、11月14日(月)の13:00～14:00にコロナ
禍ということもあり、当院としては初めてWebに
よる市民公開講座を開催いたします。
司会を当院 糖尿病・内分泌内科 髙橋 清彦 医師
が務め、上記の通り3つの講演を行います。

聴講はWeb（ZOOM）となります。

視聴方法は

①『ZOOM Cloud Meetings』
をダウンロード

②https://kowa-web.com/
へアクセスし、

ID：101337
パスワード：221114

を入力

③必要事項を入力後、
［視聴する］をクリックする

となっております。
皆様の聴講をお待ちしております。
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２．日本癌治療学会学術集会 参加レポート

この度、第60回日本癌治療学会学術集会へ演題を提出し、医師以外のメディカルスタッフからの
一般演題を対象とした“メディカルスタッフアワード賞”を受賞致しました。

【寄稿】函館中央病院 外来化学療法センター がん化学療法看護認定看護師・亀谷朋子

日本癌治療学会は16,000人を超える会員を擁する臓器や専
門診療領域を超えた学際的な学会であり、学術集会開催をはじ
めとして様々な事業を通じて日本の癌診療の発展に大きな貢献
をしている学会です。

第60回の学術集会はテーマを「信頼と絆に基づくがん医療の
これから」 とし、2022年（令和4年）10月20日（木）～

22日（土）の3日間、神戸コンベンションセンターにて開催さ
れましたが、今回は現地へは行かず、演題提出のみを行いまし
た。

調査を行った私たちの考察としては、化学療法を中断する場合、何か特定の要因が強く作用して
いるわけではなく、高齢者の身体・精神・認知機能・セルフケア能力などの多様な機能低下の複合
的な出現が治療の早期中止に至る傾向にあることがわかりました。
以上のことから、早期から多職種による退院支援体制構築の必要性が改めて分かりました。
今回の学会発表を通じて、振り返りを行うことで、「がん医療のこれから」に向けて業務の見直

しや連携強化を進めていきたいと改めて感じました。

発表した演題は、化学療法（抗がん剤治療）を
受けている高齢者のうち、途中で中断せざるを
得なかったケースがあることから、どういった
要因（背景）で中断に至ったかを調査したもの
です。

なぜ、このテーマを選んだかというと、化学療
法や支持療法の進歩に伴い外来で化学療法を受
ける高齢者は増加していること、また、化学療
法を受けている患者さんに対して、退院に向け
て調整を行っている看護師等と協働で患者さん
やご家族の支援にあたっていますが、化学療法
を途中で中断するケースがあるため、要因調査
を行うことにしました。



函館中央病院は職員が約1,000名在籍しており、その職種や働き方も様々です。また、1,000名
もいると普段のお仕事とは他に様々な活動をしているスタッフもおります。
電車通り第193号より不定期ではありますが、そんな“中病職員”のもう一つの顔を紹介したいと
思います。第一弾は函館市学童保育連絡協議会 の会長さんです。
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３．～中病職員 もうひとつの顔～ 函館市学童保育連絡協議会会長

偶数月最終週発行 発行責任者：本橋 雅壽 函館中央病院（住所：函館市本町33番2号 ℡：0138-52-1231）

４．新型コロナウイルス感染症対策 【抜粋】 （R4.10.31 時点）

入院患者さまとの面会について
現在、入院患者さまとの面会を禁止して

おります。なお、病院からの呼び出し等で
ご来院の場合は、正面玄関の総合案内へ
お申出下さい。ただし、以下に該当する方は、病
院からの呼び出し等でご来院の場合でも面会をお
断りすることがございますので、予めご了承くだ
さい。

◆発熱、咳、喉の痛み、だるさ、関節痛、
嘔吐、下痢などの症状のある方

◆マスク未着用の方

学童保育は、共働き家庭など昼間に保護者がいない家庭の子
どもたちが放課後から夕方まで生活をしているところです。
函館市では、1980年に3か所の共同学童保育所が開所し、同
年、その保護者や指導員がより良い学童保育を目指すため、
函館市学童保育連絡協議会（市連協）が結成されました。子
どもたちの安全、保護者が安心して預けられる場所、学童で
働く職員の保証、その為に、市連協では各クラブでの情報交
換や、市政への働きかけ、市民への学童保育の必要性や重要
性の周知を行っております。

私は、当院の特徴の一つである小児医療に関わる中で、子ど
も達の育成環境や、親の子育て環境等に興味を持ちました。
そんな時に縁あって市連協の会長職を引き受けることになり
ました。

これからもこの地域の子ども達と働く親達の為に、学童保育
の環境改善や質改善等に寄与できればと考えております。

【寄稿】函館中央病院 経営企画課・三浦剛


